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Traditional wooden buildings must be subjected to some measures against fire it can be fire around fast when fire 
occurs. The initial fire fighting becomes important as a countermeasure. For the actual conditions of irrigation 
equipment present, the value of the fire risk assessment obtained by fire simulation, it is necessary to continue to 
propose the development of more effective irrigation facilities. In this study, using a fire simulation of physical 
properties prediction model gutter this have developed as a target Hyogo Prefecture Sasayama Fukuzsmi preservation 
district, Calculating the fire risk assessment based on the characteristics of the building, that propose a water 
conservancy development guidelines . 
 
































































































図 2 大字福住                      図 3 大字川原 


































                             
 
















図 7 大字福住                     図 8 大字川原 


































































































































図 23 大字安口 
 
5．まとめ考察 
 
 本研究では、伝統的建造物群保存地区が地震火災の際に、延焼により焼失するリスクについて評価を行い、
現状の水利整備状況から火災リスクと照らし合わせて危険な地点を見つける事を行った。焼失リスク評価を
おこなった結果、4 大字の中で一番焼失リスクの高い建物が多く集まっていたのが大字福住であった。現在
の水利整備状況を消火可能範囲として円で囲み危険な地域を抽出した。抽出した結果から初期消火における
消火栓のホースの整備の必要性また、断水時における多量の水を確保できる水源が必要であり特に焼失リス
クの高い大字福住地区に必要であるということがわかった。また現地調査で得られた水路の場所と隣保のご
とに分けられた地図から、隣保単位での水路の取水からの初期消火の策定に大いに活かされるものである。 
 
6. 課題 
 
 本研究では地震による延焼火災が生じた際の出火点の数を一点として、市街地の延焼シミュレーションを
繰り返した結果を重ね合わせることで建造物の焼失リスクを評価したが、実際に地震火災が発生した場合、
同時多発火災となることは想像できる。今後は複数の出火点を想定した延焼火災が生じた場合の焼失リスク
を評価することが今後の課題といえる。また、地震時の建物の倒壊を考慮した延焼モデルを用いて焼失リス
クを評価することで、より現実に近い焼失リスク評価を行うことも可能であると考えられる。 
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